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■
昭
和
前
期
の
下
士
官
養
成

　

陸
軍
補
充
令
第
64
条
に
は
、「
兵
科
（
憲

兵
を
除
く
）
現
役
下
士
官
ハ
兵
科
下
士
官

候
補
者
ニ
シ
テ
概
ネ
2
年
在
営
シ
、
且
左

ノ
各
号
ノ
1
ニ
該
当
ス
ル
者
ヲ
以
テ
之
ヲ

補
充
ス
」
と
あ
り
ま
す
。
各
号
は
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
1
号
は
軍
教
育
隊

ノ
課
程
ヲ
修
了
シ
タ
ル
者
、
第
2
号
は
下

士
官
候
補
者
隊
ノ
課
程
ヲ
修
了
シ
タ
ル
者

で
し
た
。
こ
こ
で
い
う
軍
教
育
隊
と
は「
陸

軍
教
導
学
校
」
の
後
身
で
す
。

　

1
9
3
6
年
（
昭
和
11
）
年
頃
に
は
下

士
官
を
志
願
す
る
者
は
現
役
兵
で
、
入
営

か
ら
お
よ
そ
3
カ
月
（
一
期
）
を
終
え
る

と
試
験
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
9

カ
月
は
聯
隊
の
中
で
下
士
官
候
補
者
教
育

を
受
け
ま
す
。
こ
の
時
に
は
同
期
入
営
者

よ
り
早
く
1
等
兵
の
階
級
に
進
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
う
し
て
入
営
か
ら
2
年
目
に
は

上
等
兵
の
階
級
に
な
り
、
陸
軍
教
導
学
校

（
歩
兵
・
騎
兵
・
砲
兵
は
熊
本
・
豊
橋
・

仙
台
）
や
各
兵
科
実
施
学
校
の
下
士
官
候

補
者
隊
で
教
育
を
受
け
、
そ
の
1
年
を
終

え
た
後
に
伍
長
と
な
り
ま
す
。
陸
軍
で
は

学
校
に
2
種
類
あ
っ
て
、
軍
人
で
な
い
者

を
軍
人
に
す
る
補
充
学
校
、
軍
人
の
素
養

を
高
め
る
実
施
学
校
と
分
け
ま
し
た
。
今

の
防
衛
大
学
校
や
幹
部
候
補
生
学
校
は
補

充
学
校
、
富
士
学
校
な
ど
の
職
種
学
校
が

実
施
学
校
に
あ
た
り
ま
す
。

　

40
年
度
の
計
画
で
は
師
団
全
体
で
歩
兵

は
90
名
、
砲
兵
で
40
名
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
選
抜
は
厳
し
か
っ
た
よ

う
で
す
。
歩
兵
は
4
個
、
も
し
く
は
3
個

聯
隊
で
し
た
。
1
個
聯
隊
あ
た
り
で
は
20

〜
30
名
ほ
ど
、
大
隊
で
は
10
名
、
中
隊
で

2
〜
3
名
に
な
る
の
で
競
争
率
は
高
か
っ

た
こ
と
と
想
像
で
き
ま
す
（『
日
本
の
軍

隊
も
の
し
り
物
語
』
熊
谷
直
、
光
人
社
、

1
9
8
9
年
）。

■
航
空
下
士
官
養
成

　

陸
海
軍
と
も
に
、
1
9
2
1
年
よ
り
も

前
か
ら
航
空
下
士
官
の
養
成
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
航
空
勢
力
が
拡
大
す
る
に
つ
れ

要
員
が
不
足
し
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
陸
軍

は
少
年
航
空
兵
、
海
軍
は
飛
行
予
科
練
習

生
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　

海
軍
は
1
9
3
0
年
6
月
に
1
期
生
79

名
が
神
奈
川
県
横
須
賀
海
軍
航
空
隊
に
入

隊
し
、
陸
軍
は
34
年
2
月
に
埼
玉
県
所
沢

陸
軍
航
空
学
校
に
1
7
0
名
が
入
校
し
ま

す
。
こ
の
と
き
、
海
軍
予
科
練
の
志
願
者

数
は
採
用
予
定
者
の
74
倍
、
陸
軍
少
年
航

空
兵
は
同
30
倍
と
記
録
が
あ
り
ま
す
。
大

空
に
は
ば
た
き
た
い
と
い
う
青
少
年
の
夢

が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
つ
の
制
度
、
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
海
軍
で
は
予
科

練
習
生
採
用
時
に
4
等
航
空
兵
に
な
り
ま

し
た
。
対
し
て
陸
軍
は
生
徒
で
す
。
つ
ま

り
海
軍
は
す
ぐ
に
兵
籍
に
入
り
、
陸
軍
は

そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
。
身
分
の
上
で
は
生

徒
は
准
軍
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
海
軍
で
は
元
々
志
願
兵
制

度
が
確
立
し
て
い
て
、
陸
軍
で
は
徴
兵
以

外
は
兵
籍
に
編
入
し
な
い
と
い
う
原
則
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

（
例
外
と
し
て
徴
兵
適
齢
前
に
志
願
入
営

す
る
満
17
歳
以
上
の
兵
は
あ
り
ま
し
た
）。

■
制
度
の
始
ま
り
は
学
校
か
ら

　

少
年
兵
が
創
設
さ
れ
た
の
は
1
9
3
3

（
昭
和
8
）
年
の
こ
と
で
す
が
、
兵
種
は

少
年
飛
行
兵
と
同
通
信
兵
の
み
で
し
た
。

補
充
令
の
改
正
が
出
ま
す
が
、
第
66
条
に

通
信
兵
が
載
っ
て
い
ま
す
。「
工
兵
科
現

役
下
士
官
（
工
兵
諸
工
長
ヲ
除
ク
）」
は

64
条
に
あ
る
者
の
他
に
、「
陸
軍
通
信
学

校
」
生
徒
の
課
程
を
卒
業
し
て
下
士
官
候

補
者
と
定
め
ら
れ
た
者
も
現
役
下
士
官
に

な
れ
る
と
い
う
規
定
で
す
。

　

耳
慣
れ
な
い
の
が
工
兵
諸
工
長
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
修
業
年
限
3
年
の
「
陸
軍
兵

器
学
校
（
陸
軍
工
科
学
校
の
後
身
）」

（
1
9
4
0
年
創
設
）
で
学
ん
だ
人
た
ち

で
す
。
兵
器
技
術
専
門
職
の
銃
工
長
や
鍛

工
長
、
電
工
長
な
ど
と
い
わ
れ
た
現
役
技

術
下
士
官
養
成
の
た
め
の
学
校
で
す
。
後

に
兵
技
（
兵
器
技
術
）、航
技
（
航
空
技
術
）

が
統
一
さ
れ
技
術
部
が
新
設
さ
れ
た
と
き

陸
軍
史
の
窓
か
ら
（
第
12
回
）

陸
軍
下
士
官
物
語
⑶

現
役
下
士
官
養
成
の
た
め
の
少
年
兵
制
度

荒
木　

肇

【
少
年
通
信
兵
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
】

【
少
年
戦
車
兵
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
】
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に
は
官
名
も
兵
科
と
同
じ
に
な
り
、
陸
軍

技
術
軍
曹
な
ど
と
な
り
ま
し
た
。

　

少
年
兵
と
は
い
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
学
校
の
召
募
試
験
の
資
格
者
は

満
14
歳
か
ら
19
歳
ま
で
で
、
試
験
程
度
は

国
民
学
校
高
等
科
卒
業
程
度
で
す
。
国
民

学
校
と
は
以
前
の
小
学
校
の
こ
と
で
初
等

科
は
義
務
制
6
年
間
、
高
等
科
は
義
務
で

は
な
く
2
年
間
で
し
た
。

　

第
67
条
が
少
年
飛
行
兵
の
規
定
で
す
。

彼
ら
は
埼
玉
県
所
沢
の
陸
軍
飛
行
学
校
生

徒
課
程
を
卒
業
し
、
下
士
官
候
補
者
に
指

定
さ
れ
、
部
隊
で
お
よ
そ
1
年
の
勤
務
を

終
え
て
伍
長
に
な
り
ま
し
た
。
1
9
3
5

年
に
は
操
縦
者
は
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校

に
、
技
術
系
は
陸
軍
航
空
技
術
学
校
に
移

り
ま
す
。

　
■
少
年
飛
行
兵
の
特
別
扱
い

　

少
年
兵
に
は
飛
行
兵
の
他
に
少
年
戦
車

兵
、
少
年
砲
兵
、
少
年
高
射
兵
、
少
年
通

信
兵
（
航
空
通
信
を
除
く
）
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
実
施
学
校
の
生
徒

課
程
を
終
え
て
隊
付
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
と
き
に
は
兵
長
の
「
階
級
を
与
え
ら
れ

て
」
い
ま
す
。
こ
れ
が
大
事
で
し
た
。
身

分
は
生
徒
の
ま
ま
で
、
兵
長
の
階
級
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
決
し
て
「
兵
長
ト
ス
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

対
し
て
、
少
年
飛
行
兵
は
学
校
を
卒
業

す
る
と
同
時
に
「
兵
役
義
務
を
果
た
す
」

本
物
の
兵
と
な
り
ま
し
た
。
補
充
令
の

1
1
5
条
に
は
「
兵
籍
ニ
編
入
ス
」
と
明

記
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
1
9
4
0
年
の

「
陸
軍
志
願
兵
令
・
勅
令
第
2
9
1
号
」
を

み
る
と
、「
陸
軍
志
願
兵
ノ
兵
種
ハ
飛
行

兵
、
通
信
兵
、
船
舶
兵
又
ハ
軍
楽
兵
ト
ス
」

と
あ
り
、
第
9
条
に
は
「
採
用
ニ
於
ケ
ル

等
級
ハ
上
等
兵
ト
ス
」
と
の
規
定
で
す
。

　

も
う
一
度
ま
と
め
て
お
き
ま
す
と
、
初

期
の
頃
は
所
沢
陸
軍
飛
行
学
校
で
、
次
い

で
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
と
陸
軍
航
空
技
術

学
校
（
東
京
都
立
川
市
）
で
教
育
し
、
東

京
陸
軍
航
空
学
校
（
北
多
摩
郡
東
村
山
町
）

が
設
け
ら
れ
両
者
を
そ
こ
に
移
し
、
そ
の

後
に
そ
れ
が
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
に
変

わ
り
、
敗
戦
ま
で
そ
れ
が
続
き
ま
す
。
次

か
ら
は
大
東
亜
戦
争
に
な
っ
て
か
ら
の
状

態
で
す
。

　

少
年
飛
行
兵
学
校
で
1
年
間
の
基
礎
教

育
を
受
け
て
か
ら
、
操
縦
は
熊
谷
陸
軍
飛

行
学
校
（
埼
玉
県
三
尻
村
）
で
、
整
備
は

陸
軍
整
備
学
校
（
埼
玉
県
所
沢
市
）
で
教

育
し
ま
し
た
。

　

陸
軍
少
年
戦
車
兵
（
静
岡
県
上
出
村
）、

同
野
戦
砲
兵
（
千
葉
県
千
代
田
村
）、
同

重
砲
兵
（
神
奈
川
県
浦
賀
町
）、
同
少
年

通
信
兵
各
学
校
（
東
京
都
東
村
山
町
）
と

千
葉
陸
軍
高
射
学
校
生
徒
（
千
葉
市
）
の

召
募
試
験
の
内
容
は
国
民
学
校
高
等
科
修

了
程
度
と
さ
れ
ま
し
た
。
年
齢
は
満
14
歳

か
ら
17
歳
ま
で
で
し
た
。
採
用
さ
れ
る
と

2
カ
年
の
教
育
を
受
け
ま
す
。
卒
業
し
、

下
士
官
候
補
者
と
し
て
1
カ
年
の
隊
付
の

後
、
現
役
兵
科
下
士
官
に
な
り
ま
す
。

　

少
年
飛
行
兵
学
校
生
徒
だ
け
は
年
齢
が

満
14
歳
か
ら
満
16
歳
ま
で
で
す
。
試
験
の

程
度
も
国
民
学
校
初
等
科
（
6
年
間
の
義

務
教
育
）
で
し
た
。
東
京
と
滋
賀
県
大
津
、

大
分
県
駄
ノ
原
で
生
徒
と
し
て
基
礎
教
育

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
1
年
間
の
身
分
は

准
軍
人
で
あ
る
生
徒
で
す
。

　

卒
業
す
る
と
、
2
年
目
か
ら
は
兵
役
義

務
を
果
た
す
少
年
飛
行
兵
に
な
り
ま
し

た
。
栃
木
県
宇
都
宮
と
埼
玉
県
熊
谷
の
飛

行
兵
学
校
で
操
縦
、
茨
城
県
水
戸
の
航
空

通
信
学
校
で
は
通
信
、
所
沢
と
岐
阜
の
各

陸
軍
整
備
学
校
で
整
備
術
を
学
び
ま
す
。

　

3
年
の
修
業
を
終
え
て
隊
付
6
カ
月
で

伍
長
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
満
17
歳
ま
で

受
験
で
き
る
少
年
兵
と
比
べ
る
と
満
16
歳

ま
で
し
か
受
験
で
き
な
い
の
は
、
こ
の
6

カ
月
の
差
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
兵
役
義
務
上
の
兵
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
恩
給
法
上
の
任
職
期
間
に

含
ま
れ
ま
し
た
。
万
が
一
の
事
故
が
あ
っ

て
も
、
補
償
そ
の
他
で
大
変
有
利
に
な
り

ま
し
た
。
航
空
兵
は
事
故
率
が
高
く
、
危

険
な
任
務
も
多
い
こ
と
に
配
慮
し
た
結
果

で
し
ょ
う
。

■
小
学
校
出
で
も
高
等
官
に
な
れ
る

　

当
時
の
募
集
広
報
は
聯
隊
区
司
令
部
が

役
場
の
兵
事
掛
や
学
校
を
通
し
て
行
い
ま

し
た
。
手
元
に
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
15
歳
で
採
用
さ
れ
た
ら
18
歳
で

伍
長
と
な
れ
る
、
そ
の
後
3
年
で
軍
曹
に
、

4
年
で
曹
長
に
進
む
。
27
歳
で
少
尉
候
補

者
に
な
れ
ば
満
29
歳
で
高
等
官
た
る
少
尉

に
な
れ
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
ま
っ
た
く
の
で
た
ら
め
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
各
階
級

を
最
短
で
終
え
て
行
け
ば
、
確
か
に
そ
の

地
位
に
昇
る
こ
と
も
で
き
た
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
パ
ン
フ
を
読
み
、
大
空
へ
の
夢
も

叶
え
ら
れ
る
、
そ
う
し
て
普
通
の
小
学
校

出
で
は
夢
の
よ
う
な
地
位
で
あ
る
高
等
官

た
る
陸
軍
将
校
に
な
れ
る
。
厳
し
い
道
で

あ
る
だ
ろ
う
、
事
故
や
危
険
も
あ
る
だ
ろ

う
、
で
も
陸
軍
は
実
績
主
義
で
公
平
で
あ

る
、
そ
う
し
た
思
い
を
大
切
に
し
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

興
味
深
い
の
が
志
願
兵
の
応
募
状
況
で

す
。
海
軍
予
科
練
と
陸
軍
少
飛
を
比
べ
る

と
、
陸
軍
の
人
気
が
高
か
っ
た
の
で
す
。

海
軍
の
士
官
と
下
士
官
兵
の
間
に
あ
る
格
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差
と
序
列
の
実
態
、
士
官
に
な
れ
て
も
指

揮
権
に
制
限
が
あ
っ
た
海
軍
特
務
士
官
の

不
遇
、
こ
れ
ら
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
陸
軍
に
は
格
差

や
序
列
は
あ
っ
て
も
、
能
力
主
義
が
徹
底

し
、
人
事
面
で
は
ま
っ
た
く
公
正
、
公
平

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

陸
軍
は
幹
部
搭
乗
主
義
で
空
中
勤
務
者

は
み
な
伍
長
以
上
で
し
た
。
腕
の
良
い
操

縦
員
は
軍
曹
や
曹
長
と
い
う
階
級
で
、
航

空
士
官
学
校
を
出
た
少
尉
・
中
尉
も
一
目

置
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
海
軍
の
よ
う

な
特
務
士
官
と
い
う
制
度
が
無
く
、
た
い

へ
ん
風
通
し
が
良
か
っ
た
こ
と
が
戦
記
な

ど
で
も
確
か
め
ら
れ
ま
す
。
陸
軍
航
空
を

支
え
た
の
は
、
徹
底
し
た
公
平
な
人
事
管

理
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

·　

場　

所　

靖
國
神
社

·　

受　

付　

参
集
殿
10
・
30
〜
11
・
45

４
月
の
安
全
保
障
講
座

·　

日　

時　

4
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

14
・
00
〜
17
・
00

·　

会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

·　

テ
ー
マ　
「
戦
略
3
文
書
後
の
1
年
を

振
り
返
る
」（
仮
）

·　

講　

師　

森
下
泰
臣
陸
上
幕
僚
長

·　

参
加
費　

1
千
円
（
当
日
申
受
け
）

５
月
の
近
現
代
史
講
座

·　

日　

時　

5
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

14
・
00
〜
16
・
30

·　

会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

·　

テ
ー
マ　

靖
國
な
ど
戦
後
の
慰
霊
問
題

（
仮
）

·　

講　

師　

浜
井　

和
史　

氏

　
（
帝
京
大
学
教
育
文
化
学
科
准
教
授
）

·　

参
加
費　

1
千
円
（
当
日
申
受
け
）

令
和
6
年
度
寄
付
の
お
願
い

　

偕
行
社
は
、
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
陸
修

偕
行
社
に
移
行
し
、
従
来
の
「
会
費
」
は
「
寄

付
」
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
寄
付
は
、
陸
上
自

衛
隊
の
活
動
を
支
援
す
る
陸
修
偕
行
社
の
活

動
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
の
主
旨
に
ご
賛
同
を
頂
き
、
陸
上
自
衛
隊

の
た
め
に
是
非
と
も
寄
付
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

支
払
方
法
は
、
従
来
と
同
じ
で
す
。
ま
だ
お

振
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
本
誌
綴
込
み

の「
払
込
取
扱
票（
寄
付
の
振
込
用
）」に
よ
り
、

3
月
末
日
ま
で
に
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
を
目
指
す

自
衛
隊
選
手
に
対
す
る
支
援　
　
　

　

自
衛
隊
体
育
学
校
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補

の
選
手
は
、
日
本
代
表
に
選
考
さ
れ
る
べ
く
、

昨
年
か
ら
選
考
大
会
に
挑
ん
で
お
り
ま
す
。

　

偕
行
社
は
、
選
考
大
会
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
成
績
を
上
げ
ら
れ

る
よ
う
選
手
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
偕
行
社
と
し
て
応
分
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
に
も
支
援

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
会
員
の
皆
様
に
は
、
本

誌
綴
込
み
の「
払
込
取
扱
票（
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
支
援
金
の
振
込
用
）」
に
よ
り
4
月
30
日

（
火
）
ま
で
に
ご
支
援
（
一
口
：
1
0
0
0
円
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
派
遣
部
隊
に
対
す
る

激
励

　

令
和
6
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
際
し
ま
し
て
は
、
2
日
の
鳥
取
県
偕

行
社
に
よ
る
中
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第

3
飛
行
隊
（
美
保
分
屯
地
）
に
対
す
る
激
励
を

皮
切
り
に
、
石
川
県
偕
行
会
、
群
馬
偕
行
会
、

愛
知
偕
行
会
、
京
都
偕
行
会
、
姫
路
偕
行
会
に

よ
り
、
第
8
普
通
科
連
隊
等
の
災
害
派
遣
部
隊

に
対
す
る
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震

で
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
亡
く

な
っ
た
被
災
者
の

ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

戦
没
者
遺
骨
収
集
に
ご
協
力
を

　

偕
行
社
は
、
遺
骨
収
集
事
業
が
円
滑
に
行
わ

れ
か
つ
加
速
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
遺
骨

収
集
の
た
め
の
要
員
の
支
援
要
請
に
対
し
て

迅
速
に
派
遣
で
き
る
よ
う
、
遺
骨
収
集
を
希
望

さ
れ
る
会
員
の
方
々
を
事
前
に
把
握
し
て
お

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
内
に
つ
い
て
は
、
令
和
6
年
7
月
下
旬
か

ら
8
月
上
旬
（
約
20
日
間
）
硫
黄
島
に
3
名
の

派
遣
予
定
で
す
。
海
外
（
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、

南
太
平
洋
地
域
等
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
再
開

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

遺
骨
収
集
参
加
者
に
は
、
基
準
に
基
づ
く
旅

費
・
日
当
等
が
支
給
さ
れ
、団
体
傷
害
保
険（
最

高
限
度
2
0
0
0
万
円
）
が
つ
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
遺
骨
収
集
を
希
望
さ
れ
た
方
が

必
ず
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
請
が
あ
っ
た
都
度
、

個
別
に
調
整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

派
遣
を
希
望
さ
れ
る
会
員
の
方
は
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
〒
及
び
住
所
、

連
絡
先
（
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）、

遺
骨
収
集
経
験
の
有
無
（
派
遣
地
域
）、
希
望

偕
行
社
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

·　

安
全
保
障
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

3
月
10
日
（
日
）
13
・
00
〜
17
・
00

·　

近
現
代
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

3
月
16
日
（
土
）
13
・
00
〜
17
・
00

·　

会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

陸

修

偕

行

社

慰

霊

祭

·　

日　

時　

4
月
17
日
（
水
）
10
・
00
〜

事

務

局

だ

よ

り




